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情報公開文書 

 
『認知・実行機能と食行動との関連に関する研究』 

へご協力を頂いた皆さまへ 

 
表題の研究課題「認知・実行機能と食行動との関連に関する研究」の研究計画の一部を変更いたしました

ので、周知させていただきます。以下に、その概要、１）研究代表者の変更、２）取得した情報の外部共

同研究機関への提供、について記載いたしますので、ご質問・ご相談等がございます場合、下記のお問い

合わせ先までお問い合わせください。 
 
1．研究課題名 

認知・実行機能と食行動との関連に関する研究 
 
2．本研究課題の目的 

本研究は、腸内細菌研究に参加している南魚沼市に在住する方を対象に、食品画像を用いるストル

ープテスト等の認知・実行機能テストを行い、食行動に関連する認知・実行機能を評価します。また、

質問票による習慣的な食行動調査を行い、習慣的な食事－腸内細菌叢‐血中ホルモン－食行動に関連

する認知・実行機能－食行動との関連を明らかにします。 
 
3．研究の対象 

2018年 11月から 2019年 3月までの期間に、南魚沼市における腸内細菌叢の研究（研究課題名「腸
内細菌叢と生活習慣病発症に関する研究」）にご参加いただき、かつ「認知・実行機能と食行動との関連

に関する研究」にご同意・ご参加いただいた方の収集した情報を研究対象としています。 
 
4．研究代表者の変更について 

村上晴香：医薬基盤・健康・栄養研究所 身体活動研究部・室長（2020年 3月 31日まで） 
中潟崇：医薬基盤・健康・栄養研究所 身体活動研究部・研究員（2020年 4月 1日より） 

 
5. 外部の共同研究機関への情報の提供について 

① 情報の利用目的及び利用方法…本研究の目的である習慣的な食事－腸内細菌叢‐
血中ホルモン－食行動に関連する認知・実行機能－食行動の関連を検討することを

東洋大学・食環境科学部の小西研究室と協働して実施します。食行動に関する認

知・実行機能を評価するデータと糞便、唾液、食習慣や疾患情報との関連について

より詳細に明らかにしていきます。これらのデータや情報の共有に際してはパスワ

ードで保護されたファイルで実施し、東洋大学には、皆様の個人情報を含まないデ

ータを提供いたします。なお、試料の提供はありません。 
② 提供する情報の項目…認知・実行機能テストのデータ、食行動調査の情報腸内細菌
叢データ、問診・食事調査・身体活動量の情報、糞便や血液から得られた解析デー



タ 
③ 利用する者の範囲…東洋大学小西研究室に所属する者 
④ 情報の管理について責任を有するものの氏名…小西可奈（東洋大学） 
⑤ 研究対象者またはその代理人の求めに応じて、研究対象者が識別される情報の利用
または外部の共同研究機関への提供は停止されます。 

⑥ ⑤の要望に関しては、下記のお問い合わせ先へご連絡ください。 
 

6．お問い合わせ先 
医薬基盤・健康・栄養研究所 身体活動研究部	 中潟崇 
〒162-8636 東京都新宿区戸山 1－23－1 
電話 03-3203-8061 
E-mailアドレス nakagata@nibiohn.go.jp 


